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★ 専 門 的 ・ 技 術 的 ・ 広 域 的 な 保 健 活 動
健 康 づ く り 、 栄 養 改 善 対 策
母 子 保 健 ･歯 科 保 健 ･小 児 慢 性 疾 患 対 策

備 地 域 保 健 班 地 区 組 織 の 育 成
★ 看 護 学 生 ・ 栄 養 学 生 等 の 実 習 指 導

北 ★ 市 の 保 健 活 動 技 術 的 支 援
○ 地 域 保 健 に 関 す る 情 報 収 集 、 調 査 、 統 計

保
★ 結 核 ・ 感 染 症 対 策

健 ★ 難 病 対 策
★ 原 爆 、 臓 器 移 植

課 ★ 精 神 保 健 福 祉 対 策
備 北 保 健 所 保 健 対 策 班 ★ 健 康 危 機 管 理 対 策

○ 医 療 施 設 の 届 出 ・ 許 可 ・ 立 入 調 査
○ 医 師 ・ 看 護 師 等 免 許 登 録
○ 地 域 医 療 体 制 の 整 備
○ 保 健 医 療 計 画 (地 域 医 療 構 想 含 む )の 策 定 と 推 進

★ 専 門 的 ・ 技 術 的 ・ 広 域 的 な 保 健 活 動
健 康 づ く り 、 栄 養 改 善 対 策

新 地 域 保 健 班 母 子 保 健 ・ 歯 科 保 健 ・ 小 児 慢 性 疾 患 対 策
見 地 区 組 織 の 育 成
地 ★ 看 護 学 生 ・ 栄 養 学 生 等 の 実 習 指 導
域 ★ 市 の 保 健 活 動 技 術 的 支 援
保
健 ★ 結 核 ・ 感 染 症 対 策
課 保 健 対 策 班 ★ 難 病 対 策

★ 原 爆 、 臓 器 移 植
★ 精 神 保 健 福 祉 対 策
★ 健 康 危 機 管 理 対 策
健 康 の 森 管 理

備 ○ 飲 食 店 の 許 認 可 ・ 監 視 指 導
北 ○ 食 品 検 査 、 食 中 毒 対 策
衛 ○ 理 美 容 、 ク リ ー ニ ン グ 等 の 監 視 指 導
生 ○ 水 道 施 設 の 整 備 推 進
課 ○ 薬 局 ・ 医 薬 品 販 売 業 等 の 監 視 指 導

○ 献 血 事 業

注 １ ★ 印 は 、 備 北 ・ 地 域 保 健 課 が 各 々 の 管 轄 の 事 業 を 実 施 し て い る 。
○ 印 は 、 備 北 保 健 課 ・ 衛 生 課 が 備 北 管 内 の 事 業 を 実 施 し て い る 。 3
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15歳未満
割合

15～64歳
割合

65～74歳
割合

75～84歳
割合

85歳以上
割合

（再掲）
65歳以上
割合

15歳未満
割合

15～64歳
割合

65～74歳
割合

75～84歳
割合

85歳以上
割合

（再掲）
65歳以上
割合

総人口
指数

(R2=100)

管 内 9.2 49.6 17.4 13.3 10.5 41.2 管 内 6.5 43.1 17.2 16.9 16.3 50.4 50.3

全 国 11.9 59.5 13.8 9.9 4.9 28.6 全 国 9.9 52.9 13.9 14.1 9.2 37.2 83.0

岡 山 県 12.4 57.3 14.2 10.4 5.7 30.3 岡 山 県 10.4 51.8 14.0 14.2 9.6 37.8 80.0
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令和32年
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病床機能

療養病床一般病床病床数
慢性期回復期急性期

５３５３５３大杉病院

７６８４４４１１６１６０高梁中央病院

４２５４４２５４９６高梁市国民健康保険成羽病院

１８０（精神病床）さきがけホスピタル

３３５５３３５５８８渡辺病院

６０６０６０⾧谷川記念病院

５６５９５６５９１１５新見中央病院

５６５６５６太田病院

単位：（床）
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・医療法第30条の４第１項に基づき、都道府県が策定する医療計画

・「第９次岡山県保健医療計画」は、令和６(2024)年度から令和11

(2029)年度までの６年間の計画

・市町村においては、保健医療行政の計画的な推進のための指針と

なることを期待するもの

・本計画の中に、高梁・新見保健医療圏に関する「地域保健医療

計画」を掲載

・当圏域の重点課題（①へき地医療②在宅医療③心筋梗塞の医療

④救急医療）

16



開催日：令和７(2025)年７月３日（ハイブリット開催）
内 容：・第９次岡山県保健医療計画の概要と重点課題について説明

・重点課題（心筋梗塞等の心血管疾患の医療、へき地医療及
び在宅医療）に係る各関係機関の取組の共有

出席者：２２人

17

イ
中山間地域の看護職員確保の取組を進めることを

目的に、岡山県が岡山県看護協会に委託
（令和６(2024)年度岡山県新規事業）
・ 令和６(2024)年度は高梁・新見医療圏域が中心
主な事業内容：
・看護職員確保推進実務者（若手看護職員

サポートチーム)会議の開催
・高梁エリア、新見エリアの関係者による

地域課題の共有、企画運営会議等の開催
・岡山県北における看護職員応援交流会の開催
・岡山県北の看護のお仕事魅力（応援）情報誌作成

高梁・新見保健医療圏域内における総合的な保健医療体制の整備促進を図る
ため、関係者との協議を行った。

岡山県北の看護のお仕事魅力(応援）情報誌
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・さらなる今後の人口減少・高齢化に伴う医療ニーズの質・量の変化や労働力
人口 の減少を見据え、質の高い医療を効率的に提供できる体制を構築。

・医療機関の機能分化・連携を地域医療構想調整会議で推進。

・高度急性期・急性期・回復期・慢性期の４機能
ごとに医療需要と病床の必要量を推計

・在宅医療等の医療需要を推計
・都道府県内の構想区域（二次医療圏が基本）単位で推計
②議論する内容（地域医療構想策定ガイドラインより抜粋）

・地域の病院・有床診療所が担うべき病床機能及び病床数に関する協議
・病床機能報告制度による情報等の共有
・都道府県計画に盛り込む事業や地域医療構想の達成の推進に関する協議

（二次医療圏）
一般の入院に係る医療を提供することが
相当である単位として設定。
その際、以下の社会的 条件を考慮。
・地理的条件等の自然的条件
・日常生活の需要の充足状況
・交通事情等
⇒高梁・新見保健医療圏



開 催 日：第１回 令和７(2025)年７月３日（ハイブリット開催）
内 容：・「新たな地域医療構想等に向けた動向について」行政説明

・サブワーキング（新見エリア）の概要報告及び各医療機関
における取組及び今後の方向性について共有

出席者：２６人

※第２回を令和８(2026)年１月２９日開催予定
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開 催 日：令和７(2025)年５月２日（ WEB会議）
内 容：医療機関における病床機能の変更について
出 席 者：１２人

高梁・新見保健医療圏域における医療提供体制を確保することを目的として、
あるべき地域医療構想の実現に向けた関係者との協議及び調整を行った。



開催日：令和７(2025)年８月７日（ハイブリット開催）
内 容：・令和６年度事業報告、令和７年度事業計画

EMIS入力訓練概要・結果報告、昨年度作成した「急性
心筋梗塞の早期発見・早期治療」の啓発資料を活用した
行政番組での周知検討

・救急医療の現状と課題、取組について各団体からの説明
出席者：１６人
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●小児救急電話相談（＃８０００）
●救急現場の現状
●高梁市、新見市、新見消防本部の救急医療

体制の取組 について情報共有

圏域における関係機関相互の緊密な連携を通じて、救急医療体制の整備・推進
を図ることを目的として、関係者との協議を行った。また、市、県の災害訓練に
あわせて、圏域内の全病院を対象とした広域災害救急医療情報システム（以下
「EMIS」という）入力訓練を行った。



要介護状態になっても、住み慣れた地域で自分らしい暮らしを送ることができるよう、
市や医師会等と連携して医療介護を担う多職種・多機関の連携会議に保健所も参画。

主な取り組み多職種連携体制

地域医療・介護資源把握、課題の抽出
対応策検討、切れ目ない在宅医療提供体制の構築
医療介護関係者の情報共有・相談支援
関係者研修、地域への啓発、広域連携

高梁市在宅医療・介護連携推進
協議会

高梁市

医療・介護の課題抽出、協議会の課題を具体化
研修会の企画運営

実務者部会

看看連携体制の確立、人材確保と育成
その他在宅医療・介護連携に必要な事項

高梁かんごねっと（高梁医師
会）

医療介護連携事業の推進における方針を協議新見市在宅医療・介護連携推進
協議会

新見市

課題の抽出と対応策検討
切れ目のない連携体制の構築
地域住民への啓発

新見地域医療ネットワーク

医療介護資源の把握、医療介護に関する相談支援
情報共有、知識習得研修等支援者の支援

在宅医療支援システム研究会
（新見医師会）

情報共有の方法、連携の課題、研修や取組について多職種で協議。
保健医療計画の在宅医療等の課題取組協議

21
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備北保健所
健康危機対処
計画の策定

高齢者施設・
保育所等への
感染症予防

研修

22



・若者からのたばこ対策として、小学生を対象に専門的知識を有する講師（薬剤
師等）を派遣し出前講座を開催した。

・たばこの害や喫煙防止について知識の普及を図った。
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・愛育委員会と連携したがん検診の受診促進
・乳がん・子宮頸がん検診予防出前講座の開催

各市データヘルス計画・健康増進計画に基づき以下の事業が連動
して取組めるように市関係課・医師会・糖尿病学会担当医・岡山
大学病院関係者と相談しながら推進

備北保健所 ２回
新見支所 ４回
備北保健所 ５回
新見支所 ６回

管内の給食施設が栄養のバランスを考えた衛生的な給食が提供で
きるよう管理者・従事者を対象とした研修会を実施

・管理者研修会 備北保健所・新見支所合同 １回
・従事者研修会 備北保健所 １回 新見支所 １回

24



・がん検診受診勧奨、生活習慣病予防、食育の推進、子育て支援等、生涯に
わたる健康づくりの推進を行う愛育委員、栄養委員と地域活動を協働で実施。

25
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令和６年度から食を通じた健康づくりに取り組む食品関連事業者等に
協力を依頼し、個人の健康に対する関心の程度に関わらず、自然に健康
な行動をとることができる環境づくりを推進した。

登録：本所 ３施設

登録証（ステッカー）

登録申請の要件
①健康、食育情報を発信している
②野菜摂取量の増加に取ん組んでいる
③減塩に取り組んでいる
④適切な量と質の食事の提供に取り組んでいる
いずれか１つ以上取り組む

健康増進を目的とした給食施設等における減塩の取組を支援した。

取組：本所 １施設
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内容 ：精神科病院への1年以上の⾧期入院をしている方の地域生活への移行を推進し、
地域で安心・安全に暮らし続けるための支援体制整備について検討する。

全体会議（地域移行連絡会）２回、 個別支援会議 ４回
企画会議 ２回

参加機関：さきがけホスピタル、高梁市、新見市、高梁市障害者総合相談センター、
新見市障害者地域活動支援センターほほえみ広場にいみ、相談支援事業所
やまぶき、備北保健所・新見支所

開催回数：１回
内容 ：講話、グループワーク
参加者：高梁市健康づくり課

地域包括支援センター、備北保健所

内 容：ピアサポーターの交流、地域での活動計画協議、
住民、高・大学生への体験発表

ピアサポーター登録者：７人（備北保健所１人、新見支所６人）
28

地域移行支援連絡会議

精神科病院等に入院する精神障害者の地域移行･地域定着を促進させるための
支援体制を整備する。



・ひきこもりサポーターの派遣（新見支所）
令和６年度実績 対象 ５人 派遣回数 32回

・支援連絡会議等への参画 令和６年度実績 備北保健所 10回
新見支所 ２回

令和６年度実績 備北保健所 ７回 延べ９人
新見支所 ６回 延べ12人

・ボードゲームを通した楽しい安心できる居場所づくり

・ゲートキーパー養成講座の開催 令和６年度実績 備北保健所 1回
・自殺予防週間（9/10～16）、自殺対策強化月間（３月）を中心とした
普及啓発活動の実施

・支援者向け研修会 令和６年度実績 備北保健所 １回
・断酒会への参加 令和６年度実績 新見支所 ２回
・リーフレット等を活用した一般住民に対する普及啓発活動

29



①地域関係者がプロジェクトの概
要を共有し、多機関連携を図る。

②「楽しい居場所づくり」の効果
を検証する。

「にいみのすみっこ」で、不登校児童生徒、ひ
きこもり者が、楽しみながら安心して対人関係
の場面に慣れ、社会参加のためのステップアッ
プを目指す。
(場 所) NiiU新見駅西サテライト
(参加者)不登校・ひきこもり当事者、

大学生ボランティア、ひきこもり
サポーター新見

(内 容)ボードゲームの実施

【参加者数累計：月１回開催】

毎月
第4土曜日

にいみのすみっこでこれからの可能性を広げよう！プロジェクト

楽しい居場所づくり 支援者ミーティング

令和６年度～

年3回程度

①大学生ボランティアである「新見公立大学ボード
ゲーム サークル」の学生に、不登校・ひきこもりに
対する知識の普及啓発を行う。
②適宜、専門家によるアドバイスを行い、サポート意
識の 醸成を図る。

人材育成

大学生等
ボラン
ティア等

保護者
当事者

無所属高校生中学生小学生

4715５０14６R６
（10月～3月）

6254114１R７
（4月～9月）

不登校からつながるひきこもりを予防する。
地域支援者が、「にいみのすみっこ」を社会資源として位置付け、支援に活用する。目的等

30



①新興感染症対処計画（保健所版）の策定
②感染症患者等移送ネットワーク研修会

令和６年度実績 １回
③感染症の流行に備えた発熱外来や入院医療機関の病床確保
④高齢者施設を含む社会福祉施設等を対象とした感染症対策

研修会
令和６年度実績 備北保健所 １回

新見支所 １回

31
感染症患者等移送ネットワーク研修会 社会福祉施設等を対象とした感染症対策研修会

健康危機対処計画



10万対の結核罹患率は、
全国8.1（前年8.1）、岡山県8.0（前年7.4）、高梁市11.6（前年7.5）、
新見市3.9（前年15.2）となっている。

令和６年 新規登録患者数 備北保健所 ３人 新見支所 １人

保健所では、結核患者の再発及び薬剤耐性菌の出現を防止するため、確実に、
治療を完了できるよう、医療機関、薬局等と連携した支援を行っている。
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結核罹患率の推移（人口10万対）
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新見支所備北保健所感染症分類

結核 １件結核 ３件二類

腸管出血性大腸菌感染症 １件腸管出血性大腸菌感染症 １件三類

０件レジオネラ症 ２件
日本紅斑熱 １件四類

侵襲性肺炎球菌感染症 １件梅毒 ２件五類
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難病のうち、341の特定疾患、788の小児慢性特定疾病に対して医療費の公費負担制度があり、医療費
等の自己負担の軽減を行っている。特定疾患治療研究事業としては4疾患（特定疾患）を助成対象とし
ている。

療養生活上の不安が緩和され、療養生活の質が向上されるよう専門医等により個別相談を開催している。

在宅難病患者・家族のQOL向上及び交流を目的に患者・家族・管内関係者等による集いを開催している。

難病患者・家族の集い



・各市では、要支援者に対し個別避難計画を策定している。
・保健所では、災害時における難病患者等行動支援マニュアルに基づき医療

機器を利用している重度の難病患者を中心に支援リストの作成や支援計画の
作成を関係者と行っている。

35
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母子保健活動イメージ

ハイリスク群

要支援群

健康群

母子保健活動体制づくり等
〇関係者で地域の母子保健の現状や課題を共有し、対策を検討する
〇伴走型支援
〇支援者の資質向上を図る

母子保健評価事業 母子保健連絡会議 母子保健研修会、医療的ケア児支援体制 地域自立支援協議会 等

三次予防
・疾病等による障害の

発生や進行の阻止
・児童虐待の再発と予

防

二次予防
・専門的な相談支援
・適切な診断と療育の

実施

一次予防
・安心・安全な妊娠出

産の普及啓発
・適切な育児支援
・医療・教育・地区組

織等との連携

〇児童虐待予防
・市町要保護児童対策地域協議会への参画
・処遇困難事例検討会への参画
・個別支援

〇専門相談と適切な療育・医療へのつなぎ
・子どもの発達支援相談
〇産科・小児科等と妊娠中からの切れ目の
ない支援システム

〇健康増進・疾病予防普及啓発
・未来のパパ＆ママを育てる出前講座
〇個別相談・支援
〇園・学校・教育委員会との連携推進

個
別
支
援

（
訪
問
・
電
話
・
ケ
ー
ス
会
議
参
画
等
）
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県内市町村のデータを用いて、各市の母子保健の取組状況を評価している。妊娠期から

出産後もすべての子どもがすこやかに育つため母子保健の取組を検討した。

母子保健連絡会議 令和６年度実績 備北保健所 ２回 新見支所 ３回

中高生を対象に、妊孕性をはじめ、妊娠・出産に関する正しい知識を普及する。

38



○目 的 高梁・新見医療圏域の周産期からの切れ目のない支援について現状と課題
を共有し課題解決を図るための取組につなげる。

○参加機関 高梁市、新見市、管内産科医療機関、管外産科医療機関・助産所
（産後ケアを契約している機関）、その他産後ケアに関わる関係者

○主な内容・妊娠出産の現状、産後ケア実態調査の結果分析報告
・課題、解決策の検討

39

・産後ケアの利用が少ないので普及啓発を
工夫する必要がある。
・低出生体重児、ハイリスク家庭や外国籍
家庭の産後ケア導入には配慮が必要となる。

・（事業者側）産後ケアの利用契約は市町
村によって異なっており、手続きがわかり
にくい。



【目的】
地域の妊娠・出産・子育てに対する切れ目のない支援体制の構築に向け、

妊娠・出産・子育てに関する情報・課題の共有、意見交換を行うとともに、
地域の課題解決に向けた取組や、より充実した体制づくりのあり方につい
て協議する。

【委員】
管内医師会、産科医療機関、子育て当事者、行政関係者

【内容】
・管内の妊娠・出産・子育て中の保護者の意見等について
・実態調査の実施
・地域の現状、課題の整理
・解決策の検討

妊娠・出産・子育て中の方、関
係者の意見をお聞きし、必要な
資源や支援を検討します。

40





41

子どもの心と体の健やかな発達支援や児童虐待の発生予防など市の母子保健事業への
支援や支援体制づくりを推進した。



•
•
•
•
•
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地域支援システム構築に向けた連携会議への参画

① 市・児童相談所・所属機関と連携した家庭訪問・相談支援
② 市要保護児童対策地域協議会 代表者会議への参画

実務者会議への参画
ケース会議への参画

備中県民局管内要保護児童対策地域協議会連絡会議及び
岡山県子ども虐待防止専門本部備中地域支部全体会議への参画

①医療的ケア児 高梁市2人 新見市５人（令和６年度末現在）
（胃ろうや経管栄養などの医療的ケアが日常的に必要な児）

②小児慢性特定疾病申請者数 本所８人 支所17人（令和６年度末現在）
（内分泌疾患９人 悪性新生物４人 神経・筋疾患３人等）

③低出生体重児（2,500ｇ未満で出生）出生数（令和５年）11人

福祉型児童発達支援センター、児童発達支援事業所、訪問看護ステーション、
主治医、市内医療機関等と連携しながら、必要な医療やリハビリを受けられるよう
支援したり、こども園等と連携し子どもの健やかな成⾧発達と保護者の支援を
行っている。
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出典：厚生労働省ホームページ
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/
kenkou_iryou/shokuhin/haccp/index.html

出典：岡山県ホームページ
https://www.pref.okayama.jp/page/detail-
3212.html



46

【消費者から】
例）おもちにカビ

【営業者から】
例）金属異物混入

【営業許可関係】
【食中毒疑い】
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（）：旅館・公浴両方の許可保有内数



出典：厚生労働省パンフレット
https://www.mhlw.go.jp/content/11130500/001401868.pdf 48



49

49



配布資料配布場所地区
７８０高梁高校、高梁城南高校、方谷學舎高等学校高梁
５６０岡山県共生高校、新見高校新見
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• 岡山県立高梁城南高校漫画同好会
が制作

• 専門家の講演などにより薬物乱用
の実態について理解を深めながら、
生徒自身がストーリーを考え、
キャラクター設定、作画、録音、
編集など行い完成

• 保健所ホームページで公開中

51

https://www.pref.okayama.jp/page/993704.html
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